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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年7月31日(2008.7.31)

【公表番号】特表2008-507570(P2008-507570A)
【公表日】平成20年3月13日(2008.3.13)
【年通号数】公開・登録公報2008-010
【出願番号】特願2007-522897(P2007-522897)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 213/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 213/79     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  14/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 213/30    ＣＳＰ　
   Ｃ０９Ｋ   3/00    　　　Ｔ
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｄ 213/79    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/06    　　　　
   Ｈ０１Ｍ  14/00    　　　Ｐ
   Ｃ０７Ｆ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月11日(2008.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配位子として化合物Ｌ１を含み、Ｒｕ、Ｏｓ及びＦｅから成る群から選択される金属Ｍ
ｅの有機金属錯体であって、
　Ｌ１が次の式（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）、（ｇ）、（ｈ）、（ｉ）又は（ｊ）の
化合物：
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【化１】

　である場合には、
　式：ＭｅＬ１Ｌ（Ｚ）2　　　（Ｉ）
　であり、
　そしてＬ１が式（ｅ）又は（ｆ）の化合物：

【化２】

　である場合には、
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　式：ＭｅＬ１ＬＺ　　　（ＩＩ）
　であり、
　式中、Ｌは、次の式の配位子群；
【化３】

　（式中、Ａ及びＡ’は、ＣＯＯＨ、ＰＯ3Ｈ2、ＰＯ4Ｈ2、ＳＯ3Ｈ2、ＳＯ4Ｈ2、ＣＯＮ
ＨＯＨ、それらの脱プロトン化形態及びπ導電特性を有するキレート基から選択されるア
ンカー基である。）
　から選択される配位子であり、
　Ｚは、Ｈ2Ｏ、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、ＮＣＯ、ＮＣＳ及びＮＣＳｅから成る群から選択さ
れ、そして
　置換基－Ｒ、－Ｒ1、－Ｒ2、－Ｒ3、－Ｒ’、－Ｒ1’、－Ｒ2’、－Ｒ3’、－Ｒ’’の
少なくとも一つは、式（ａ）～式（ｊ）の二座又は三座のそれぞれのπ系と共役関係にあ
るπ系を含み、そして
　置換基－Ｒ、－Ｒ1、－Ｒ2、－Ｒ3、－Ｒ’、－Ｒ1’、－Ｒ2’、－Ｒ3’、－Ｒ’’の
他のものは、π系を含む同一又は異なる置換基であるか、あるいは、Ｈ、ＯＨ、Ｒ２、（
ＯＲ２）n、Ｎ（Ｒ２）2（式中、Ｒ２は１～２０の炭素原子のアルキルであるか、又は線
状のＲの環状ポリエーテルであり、０＜ｎ＜５。）から選択される、
　前記錯体。
【請求項２】
　前記錯体が、次の式：
　ＭｅＬ１Ｌ（Ｚ）2　　　（Ｉ）
　であり、
　Ｍｅは、Ｒｕ、Ｏｓ又はＦｅを表し、
　Ｌは、次の配位子：

【化４】

　から選択され、
　Ｚは、Ｈ2Ｏ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－ＣＮ、－ＮＣＯ、－ＮＣＳ及び－ＮＣＳｅか
ら選択され、
　Ｌ１は、次の式の置換されたビピリジンであり：
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【化５】

　［式中、置換基－Ｒ、－Ｒ1、－Ｒ2，－Ｒ3，－Ｒ’、－Ｒ1’、－Ｒ2’、－Ｒ3’、－
Ｒ’’は、次の置換基（１）、（２）又は（３）の群から選択される置換基である；

【化６】

　｛式中、ｐは１～４の整数であるか又は０であり、ｑは１～４の整数であり、Ｒａｒは
Ｃ６～Ｃ２２の単環又は多環アリールであり、各－Ｒａｌは、それぞれが他から独立して
、－Ｈ，－Ｒ１、－（Ｏ－Ｒ１）n、－ＮＨＲ１、又はＮ（Ｒ１）2、
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【化７】

　（式中、Ｒ１、Ｒ’１は、１～１０の炭素原子数のアルキルであり、２０≧Ｘ≧０、及
び５≧ｎ≧０、８≧Ｙ≧１、Ｚ＝１又は２である。）である。｝］、
　請求項１に記載の有機金属錯体。
【請求項３】
　前記錯体が次の式：
　ＭｅＬ１Ｌ（Ｚ）2　　　（Ｉ）
　であり、
　Ｍｅは、Ｒｕ、Ｏｓ又はＦｅを表し、
　Ｌは、次の配位子：
【化８】

　から選択され、
　Ｚは、Ｈ2Ｏ、－Ｃｌ、－Ｂｒ、－Ｉ、－ＣＮ、－ＮＣＯ、－ＮＣＳ及び－ＮＣＳｅか
ら選択され、
　Ｌ１は、次の式の４，４’－置換化ビピリジンであり：
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【化９】

　［式中、Ｒは次の置換基（１）、（２）及び（３）から選択される置換基であり、そし
てＲ’は上記と同じ意味を有する：
【化１０】

　｛式中、ｐは、１～４の整数であるか又は０であり、ｑは、１～４の整数であり、Ｒａ
ｒはＣ６～Ｃ２２の単環又は多環アリールであり、各－Ｒａｌは、それぞれが他から独立
して、－Ｈ，－Ｒ１、－（Ｏ－Ｒ１）n、－ＮＨＲ１、又はＮ（Ｒ１）2、
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【化１１】

　（式中、Ｒ１、Ｒ’１は、１～１０の炭素原子数のアルキルであり、２０≧Ｘ≧０、及
び５≧ｎ≧０、８≧Ｙ≧１、Ｚ＝１又は２である。）である。｝］、
　請求項２に記載の有機金属錯体。
【請求項４】
　次の式：
　ｃｉｓ（ＮＣＳ）2ＲｕＬＬ１
　（式中、Ｌ１は式（ａ’）であり、Ｒは式（１）、（２）又は（３）であり、ｐ＝１で
あり、Ｒａｒはベンゼン及びナフタレンから成る群から選択され、ｑ＝１～４であり、Ｒ
ａｌはＯＲ１であり、そしてＲ１は１～１０の炭素原子数のアルキル又は線状のＲの環状
ポリエーテルである。）
　の、請求項３に記載の有機金属錯体。
【請求項５】
　Ｃｉｓ－ジチオシアナト－（２，２’－ビピリジル－４，４’－ジカルボキシレート）
－［４，４’－ビス（４－ヘキシルオキシスチリル）－２，２’－ビピリジル］－Ｒｕ（
ＩＩ）。
【請求項６】
　Ｃｉｓ－ジチオシアナト－（２，２’－ビピリジル－４，４’－ジカルボキシレート）
－［４，４’－ビス（４－ヘキシルオキシナフタレン－１－ビニル）－２，２’－ビピリ
ジル］－Ｒｕ（ＩＩ）。
【請求項７】
　Ｃｉｓ－ジチオシアナト－（２，２’－ビピリジル－４，４’－ジカルボキシレート）
－［４，４’－ビス（３－メトキシスチリル）－２，２’ビピリジル］－Ｒｕ（ＩＩ）。
【請求項８】
　Ｃｉｓ－ジチオシアナト－（２，２’－ビピリジル－４，４’－ジカルボキシレート）
－［４，４’－ビス［４－（１，４，７，１０－テトラオキシウンデシル）スチリル］－
２，２’－ビピリジン］－Ｒｕ（ＩＩ）。
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【請求項９】
　光陽極を含む再生式の光電気化学電池であって、
　前記光陽極は、光増感色素によって増感させた導電性基板上の少なくとも一つの半導体
金属酸化物層、対極、及び前記半導体金属酸化物層と前記対極との間に配置させた電解質
を含み、
　前記光増感色素が、請求項１～７のいずれか一項に記載の有機金属錯体であることを特
徴とする、
　前記光電気化学電池。
【請求項１０】
　分子構造に少なくとも一つのアンカー基、疎水性部分、及び末端基が含まれる両親媒性
の緻密化化合物が、前記半導体金属酸化物層上で、混合された単層内に前記光増感色素と
共吸着されていることを特徴とする、請求項９に記載の電池。
【請求項１１】
　前記緻密化化合物が、アルキルカルボン酸、アルキルジカルボン酸、アルキルカルボキ
シレート、アルキルホスホン酸、アルキルホスホネート、アルキルジホスホン酸、アルキ
ルジホスホネート、アルキルスルホン酸、アルキルスルホネート、アルキルヒドロキサム
酸及びアルキルヒドロキサメートからなる群から選択され、ここで、前記アルキルは、Ｃ
１～Ｃ２０の線状又は分岐状であることを特徴とする、請求項１０に記載の電池。
【請求項１２】
　前記光増感色素の、前記共吸着させた緻密化化合物に対するモル比が１０～１／２であ
ること、そして
　自己組織化単層が、８０℃超の秩序－無秩序遷移温度を有する高密度に詰まった単層で
あること
　を特徴とする、請求項１０又は１１に記載の電池。
【請求項１３】
　前記緻密化化合物の疎水性分子鎖部分の長さにより、前記末端基が、前記単層中の前記
増感色素よりはみ出ることを特徴とする、請求項１０～１２のいずれか一項に記載の電池
。
【請求項１４】
　前記電解質がレドックス系を含むこと、そして
　前記レドックス系が、電気化学的に活性な塩及び前記電気化学的に活性な塩のアニオン
又はカチオンのどちらかとレドックス対を形成する第一の化合物を含むこと
　を特徴とし、
　ここで前記塩は室温溶融塩であり、前記溶融塩が、少なくとも一般的な室温から、前記
室温を超え、８０℃で液状である、
　請求項９～１３のいずれか一項に記載の電池。
【請求項１５】
　前記電解質が、標準大気圧において、１００℃以上の沸点を有する極性有機溶媒をさら
に含むことを特徴とする、請求項９～１４のいずれか一項に記載の電池。
【請求項１６】
　前記溶媒が、３－メトキシプロピオニトリル、３－エトキシプロピオニトリル、３－ブ
トキシプロピオニトリル、及びブチロニトリルから選択されるニトリルであることを特徴
とする、請求項１５に記載の電池。
【請求項１７】
　前記電解質が、添加剤として、孤立電子対を有する１つ又は２つ以上の窒素原子を含む
中性分子により形成される化合物をさらに含むことを特徴とする、請求項９～１６のいず
れか一項に記載の電池。
【請求項１８】
　前記中性分子が、次の式：
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【化１２】

　（式中、Ｒ’1及びＲ’2は、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシル、
ポリエーテル、及び／又はフェニルであることができ、それぞれ他と独立して、各置換基
の炭素原子数は１～２０の範囲にわたり、前記置換基は線状又は分岐状である。）
　ことを特徴とする、請求項１７に記載の電池。
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